
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】約数の個数と総和を出せるようにしよう。



     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

　２行目以降は１列目と５列目に現れる。これはを自然数として

 のいずれかで表される。これらは

　        

であるから，これらの数は合成数である。したがって，以上の素数をで割ったときの余りはまたはと予想できる。

   

   

        

  

 

  

 

   

 

 

 

    

      



 



 

 

 

 

 



大きい素数から行ってもよい。

素数の平方数を用いるのも

一つの手段。





    

  数学と人間の活動【素因数分解】　～　



   【青チャート数学基本例題１１２類題】

素因数が偶数個ずつに

なればよい
 

 

 

 



自然数になる（ルートがはずれる）

⇒ 
 となれば良い

  

 

    

         
 
   

             

         


     

   









 

   

  

  



数学（場合の数）のおさらい

【注意】一般に，自然数に

　対して，  と定める。

 

   

    



                  

                 

    

  

   

        

   



    
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　自然数の素因数分解が     となるとき，

　の正の約数の個数は      である。


       

     を

展開したときの項と一致する

正の約数の個数は展開したときにできる項数と一致するので，

場合の数（道順;積の法則）で求めることができる。

（指数＋１）の積



    



          



 
       

          

   

                      

を約数にもつものがひっくり返る

を約数にもつものがひっくり返る


                         

  

                      

      







   

   





             

           

     

     

   

指数が偶数

⇒２でくくれる

    
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例題）について，次の問いに答えよ。

　　　を素因数分解したとき，素因数の個数を求めよ。

　　　を計算すると，末尾にはが連続して何個並ぶか。

【慶應義塾大:青チャート数学基本例題１１６類題】

          個数

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ○ ○ 

 





　　からまでの自然数のうち，

　　　　の倍数は個あり，

　　　　    の倍数は個ある。

　　　　  であるから，  ，  ，  ，……の倍数はない。

　　　　  の倍数は素因数を個もつが，

　　　　の倍数として個，

　　　　  の倍数として個もつと数えればよい。

　　　　よって，素因数の個数は　　個

と計算できる

回数（個数）を考える

　　 であり，の素因数の個数は素因数の個数より多い。

　　　　よって，の因数の個数は素因数の個数に等しく　　個

　　　　したがって，を計算すると，末尾にはが連続して個並ぶ。
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